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十番勝負

新語

十番勝負

　仕事を探す人たちに中小企業を案内し、雇用の確保と地域の活性化につなげることを目的にした「地
域魅力発見バスツアー」の略称。経済産業省が今年度より実施しています。１つの都道府県を２泊３日
で７社程度を訪問。日帰りや５泊６日の長期間コースもあります。宿泊費やバス代は経産省が負担しま
すが、食事代や集合場所までの交通費は本人が負担。2009年度中に全国で100ツアー、3000人の参加を
見込んでいます。

ちいバス

　スタンピードとは暴走という意味で、草食動物など弱い生き物が、何かの気配や音に驚いて、一斉に
一つの方向に暴走していくことを意味します。いま、100年に一度の金融危機に直面し、危機感を抱い
た多くの学生が、希望職種であるかどうかには関係なく募集をしているすべての会社に応募しまくる現
象が現れています。この現象が「就活スタンピード」と言われ、授業そっちのけで会社まわりを繰り返
す学生も増えていると言います。

就活スタン
ピード現象

大阪自治労連結成20周年（1989年　
～2009年）に寄せて
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○
○
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○
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�
剣
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決
ま
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手
の
一
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�
教
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委
員
会
事
務
局
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長

�
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○
○
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ま
と
め
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話
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�
○
○
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�
夏
の
長
良
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�
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こ
と

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
」「
組
合
名
」「
職

場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と

や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

解
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に

図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。「
声
」

は
「
読
者
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
９
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
０
９

年
10
月
号
の
紙
面
に
掲
載

６
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
０
９
年
６
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
カ
ク
ジ
ッ
ケ

ン
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
54
通
の
解

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次
の

５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
田
尻
健
行
（
大
阪
府
職
労
）、
▼
恋

塚
良
子
（
堺
市
職
労
）、
▼
峠
田
友
子

（
貝
塚
市
職
労
）、
▼
長
行
司
純
子

（
八
尾
市
職
労
）、
▼
名
原
康
吉
（
枚

方
市
職
労
）

６月号の解答
「カクジッケン」

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：総選挙でキッパリ退陣させよう！

◆読者の声◆
■
マ
ン
シ
ョ
ン
が
南
向
き
な
の
で
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
ベ
ラ

ン
ダ
菜
園
を
し
て
い
ま
す
。
シ
ソ
が
ど
ん
ど
ん
と
れ
る
の

で
料
理
の
香
り
付
け
に
重
宝
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ヤ
も
育

て
て
い
る
の
で
す
が
、
ツ
タ
を
う
ま
く
は
か
せ
る
の
が
大

変
で
す
。

�

桑
野　

章
子
（
堺
市
職
労
）　

■
い
よ
い
よ
国
政
選
挙
で
す
ね
。
い
ま
ま
で
の
政
治
体
制

を
リ
セ
ッ
ト
し
て
国
政
の
チ
ェ
ン
ジ
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

�

池
田　

隆
司
（
堺
市
職
労
）　

■
夏
の
行
事
も
終
わ
り
、
や
っ
と
夏
休
み
を
と
れ
そ
う
で

す
。
で
も
、
人
手
不
足
で
思
う
よ
う
に
と
れ
な
い
の
が
現

実
で
す
。

�

橋
谷　

行
世
（
八
尾
市
職
労
）

■
７
月
の
連
休
に
、
孫
を
連
れ
て
旅
行
（
伊
勢
）
に
行
き

ま
し
た
。
ま
だ
１
歳
な
の
で
ち
ょ
っ
と
無
理
み
た
い
で

す
。
水
族
館
で
は
泣
い
て
泣
い
て
、
か
な
り
恐
か
っ
た
の

か
な
…
。

�

黒
川　

洋
子
（
高
石
市
職
労
）

■
お
お
さ
か
三
国
誌
（
本
紙
５
頁
）
を
い
つ
も
読
ん
で
い

ま
す
。
よ
く
調
べ
ら
れ
て
い
る
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

岡
井　

俊
幸
（
大
阪
府
職
労
）
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イ ン チ ヨ ク ジ ン
タ キ イ ロ シ
イ ヤ ミ タ ン シ ヨ
シ ク ハ ツ ク ヨ ク
ン ラ イ ジ ヨ ウ
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ヨ チ チ ヨ シ ヨ ウ

青
年
部
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

「
わ
く
わ
く
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」

　
　
　
（
１
９
９
０
年
８
月
）

あたり前の運動ができる
青年部をめざして

根
室
か
ら
広
島
に
向
け
て
出
発
し
た

反
核
ラ
イ
ダ
ー（
１
９
８
８
年
７
月
）
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平
和
へ
の
熱
い
想
い
を

反
核
ラ
イ
ダ
ー
で

　

反
核
ラ
イ
ダ
ー
は
、「
好
き

な
バ
イ
ク
で
、
原
水
禁
大
会
に

行
け
た
ら
い
い
な
」
と
い
う
バ

イ
ク
好
き
の
あ
る
単
組
青
年
部

長
の
想
い
を
真
摯
に
受
け
止
め

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
１
９
８

７
年
に
私
た
ち
の
提
起
に
応
え

て
京
都
市
、
神
戸
市
、
広
島

市
、
愛
媛
県
、
北
九
州
市
の
青

年
が
参
加
し
、
大
阪
府
庁
か
ら

長
崎
ま
で
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
年
の
秋
に
統
一
労
組
懇

自
治
体
部
会
青
年
連
絡
会
が
主

催
す
る
「
自
治
体
に
働
く
青
年

の
つ
ど
い
」
が
大
阪
で
開
催
さ

れ
、「
衛
都
連
で
根
室
か
ら
広

島
ま
で
通
し
ラ
イ
ダ
ー
を
出
す

か
ら
、
日
本
列
島
を
反
核
ラ
イ

ダ
ー
で
つ
な
ご
う
」
と
熱
い
決

意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

は
こ
の
『
決
意
』
を
「
覆
水
盆

に
帰
ら
ず
！
」
と
積
極
的
に
と

ら
え
て
支
援
の
決
行
を
意
思
統

一
。
衛
都
連
本
部
に
財
政
支
援

を
要
請
し
、
通
し
ラ
イ
ダ
ー
を

か
っ
て
で
た
青
年
が
所
属
す
る

単
組
の
本
部
（
吹
田
、
堺
、
大

東
）
と
全
国
の
青
年
連
絡
会
の

役
員
に
協
力
を
依
頼
す
る
た
め

に
奔
走
し
ま
し
た
。

　

１
９
８
８
年
７
月
23
日
夕
、

雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
空

模
様
の
下
、
３
人
の
ラ
イ
ダ
ー

を
天
満
橋
の
旧
衛
都
連
事
務
所

前
か
ら
北
海
道
に
送
り
出
し
た

の
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
だ
さ

れ
ま
す
。

遊
び
を
通
し
て
交
流

“
わ
く
わ
く
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
”

　

１
９
８
０
年
代
の
行
革
に
よ

り
職
員
採
用
が
抑
制
さ
れ
、
職

場
か
ら
青
年
が
減
少
の
一
途
を

辿
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
青
年
の
交
流
を
も
っ
と
強
め

よ
う
と
、
本
部
か
ら
人
も
お
金

も
出
し
て
も
ら
っ
て
、
１
９
８

９
年
か
ら
夏
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
「
青
年
部
わ
く
わ
く
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
」
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

企
画
で
特
に
重
視
し
た
の

は
、
現
実
的
か
非
現
実
的
か
は

後
回
し
に
し
て
、「
自
分
が
や

り
た
い
こ
と
」
探
し
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
。
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で

熱
心
に
討
論
し
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
は
、
今
か
ら
考
え

る
と
稚
拙
で
反
省
す
べ
き
部
分

を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、「
何
か
や
ろ
う
、
や
り
き

ろ
う
」
と
の
青
年
の
熱
意
や
行

動
力
が
あ
り
、
本
部
が
ガ
ッ
チ

リ
と
サ
ポ
ー
ト
。
み
ん
な
で
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
行
っ
た
こ
と

が
、
成
功
に
つ
な
が
っ
た
と
考

え
ま
す
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
今

後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

自
治
労
連
が
誕
生
し
て
も
う

20
年
。「
沖
縄
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
大
成
功
な
ど
、
青
年
と

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
の

力
強
さ
に
、
あ
ら
た
め
て
自
分

た
ち
の
歩
ん
だ
道
に
、
勇
気
と

確
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
１
９
８
５
年
10
月
か
ら

自
治
労
連
が
で
き
た
１
９
８
９

年
の
10
月
ま
で
、
衛
都
連
青
年

部
の
四
役
を
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
阪
府
職
労
青

年
部
と
も
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
自
治
労
青
年
部
の
民
主
化

を
追
求
し
つ
つ
も
、
新
し
い
組

織
が
で
き
た
時
の
た
め

に
青
年
部
運
動
の
組
織

と
運
動
の
土
台
を
つ
く

ろ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
者
が
持
て
る
力
を

発
揮
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。

　1961年生まれ。大阪衛都連元青年部長。
全労連・自治労連の青年部を結成するため
に、当時の青年部役員とともに東奔西走し
ました。現在、松原市職労執行委員長。

植松　栄次さん
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